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Aerodynamic　characteristics 　of　a　Sepak　Takraw 　Ball　on 　its　face　orientation
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This　paper　describes　aerodynamic 　characteristics 　of 　a　Sepak　Takraw　BaH ．　We 　have　carried 　out 　wind 　tUnnel　tests　 en 　a

Sepak　Takraw．　The 　wind 　speed 　and 　the 　face　orientation 　were 　taken　as 　parameters．　It　was 　found　that　the　drag　coeffTicient
depends 　on 　the 　face　orientation ．　Since　the　ball　has　twelve 　holes，　there　is　 some 　special 　face　orientation 　at　which 　the

wind 　can 　pass　through 　it．　Therefore，　the　drag　cocfflcient 　becomes　small 　at　a　certain 　face　orientation 　where 　the　wind

passes　through 　the　ball．　Moreover，　the　1ift　coefficient 　also 　depends　on 　the　face　orientation ．

1．は じめに

セ パ タ ク ロ
ー

ボ
ー

ル は，籐又 は合成繊 維製で ， 円周 は 男子用 が

0．41〜0．43［m ］，女子用は 0．42〜O．　44　Lm］，重量は男子 用が 170〜

180［gコ，女子用 は 150〜160［g］で ある．そ の 特徴 は，12 個 の 穴で

あ る．こ れ まで に透過性 円柱ωや樹 木 を通過 す る 流れ
a ｝

に 関 して は ，
い くつ か報告されて い るが，セ パ タ ク ロ

ーボー
ル に 関す る空気力

学的研 究は皆無であ る．そ こ で，今回，ボール の 顔 の 向 きを変数

と して ，セ パ タ ク ロ
ーボー

ル に働 く 空気 力を勵 同実験 に よ り測定

した．その 結果 を報告す る，

2 ．実験結果

　抗 力係 ts　Co と横 力係 tw　Cr の 顔 の 向 き ；Ψ 依存 性 を Fig．1＆2 に

示 した．抗力係数 （b に は，顔 の 向き ： Ψ依存腔があ る （Fig．1）．

抗力係数は，CD＝0．5 弱の
一

定値か ら減少す る角度が あ る．す な

わ ち，Ψ ＝−70c ，一］OD ＆45
°

で あ る，こ れ らの 角 度 を含め て，
風 洞吹 出 し 口 か らボー

ル を眺め た 視線で 写真を撮影 した （Fig3）．

抗 ノJ係tw　C［）が減少す る角 度Φ ＝ 70
°

，−15
°

＆45
°

で は，流れ が

ボー
ル 内部を通過で きる 顔の 向きで ある．この 為，抗力係数 CD

が 小 さくなる と考え られ る，Ψ＝75°

（Fig．3・d）の 場 合，空気が ボ

ール 内部 を通過 で き る顔 の 向きで あ る．しか し，抗 力係 数 CD は

小 さくなっ て い ない ．よ どみ 点に ヌ1亅応 す る部分 を流れ が 通過 で き

るか，否 か，が （］D 減 少 の ポイ ン トで あ る と考える

　横力係数　Cvに もΨ依存がある．横力係tu　Cyの 依存 1生は抗力係

数 CD よ りも顕著で あ る．Ψ を 180
°

変化 させ る間に 3周 期分 の 変

化 をす る （Co も同様 ）．写真 （Fig．3）よ り顔 の 向 き を確 認す る と，
Ψ ＝−70D とΨ ＝45

°
は幾何学的に 同 じ で ある．幾何学的に は

120
°
　 （or　115

’
）の 回転 が 1周 期 に夷」応 す る．Ψ＝−75

°
＆45

°
で

は，幾何学的 に 対称 で あ る ため，流れ も対称 に な り，債 ノJ係“1’　Cv

は 0 とな る．その 中間の Ψ ； 一げ　 （Fig．3−b）で も幾何 学的 に対称

で あるため，横力係ta　Cvは 0 とな る．た だ し，顔の 向きは，Ψ＝

−70°

や Ψ＝45°

とは異なる．ボー
ル の顔の 向 きΨ は，120° 周期

で 元の 向 きに戻るが，Cvは半分の 60
°

周 期で変化す る．
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Fig．　l　CD　as 　a 　fUnLttion　ofRe ．
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Fig．2Cvas　a　fUnction　ofRe 、

Fig．3−a Ψ 旨70°，

’ で
穐

　　　誤
　 fit／　　，

Fig．3−c Ψ ＝450．

Fig．3−bΨ 一一15°，

Fig．3Face　orientation ．
Fig．3−d Ψ＝75°．
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